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ミヨ
b>

富
。
N
R

件
の
交
響
曲
の
時
代
区
分
に
関
す
る

考
察

｜
｜
第
一
楽
章
の
分
析
を
中
心
に
l
1
1

大

野

洋

唱
。
－z
g
m
〉
B
m
庶
民
ω

冨
自
民
件

- 75 ー

〈
一
七
五
六
年l

一
七
九
一
年
〉
は
、
そ
の
三
五
才
の
短
い
生
涯
の
な
か
で
、
〈
一
七
六
四
年
l

一
七
八
八
年
〉
に
か
け
て

(
1
) 

実
に
六
一
曲
の
多
数
の
交
響
曲
を
作
曲
し
て
い
る
。
乙
の
小
論
に
於
て
論
者
は
〈
工
〉
楽
章
構
成
〈E
〉
調
構
成
〈
E
〉
第
一
楽
章
に
於
け
る
形
式
と
い
う
三

そ
の
変
選
を
追
っ
て
み
よ
う
と
試
み
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
に
巧
－k
p・
冨
自
民
仲

つ
の
側
面
か
ら
巧
－
K
F・
冨
。8
2

の
交
響
曲
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
て
、

の
交
響
曲
に
つ
い
て
の
研
究
は
論
者
の
調
べ
が
及
ん
だ
範
囲
で
は
次
の
三
種
類
の
文
献
が
と
く
に
注
目
さ
れ
る
。
〈
交
響
曲
の
み
の
変
遷
を
取
扱
っ
た
も
の
〉

（2
〉
ハ

3

）
（

4

〉

①
∞
包
ロ
・
司
自
日
目
。
冨
。

8
2
m
B
Z
o
a
＠
F
R
8
ロ
日
目
。
富
。
自
立
の

O
B
3
E
S
の
中
の
冨
0
8
2

の
交
響
曲
の
項
、
③
思
g
z
Z
H

冨
O
B
円
件
の
中
の
交
響

曲
の
項
、
上
述
の
三
人
の
著
作
者
達
に
よ
る
三
種
類
の
論
文
は
、
い
づ
れ
も
交
響
曲
一
曲
、一
曲
を
全
体
と
し
て
扱
っ
て
お
り
、
そ
れ
を
時
代
を
追
っ
て
論
述

し
て
い
る
。
乙
の
小
論
で
論
者
が
試
み
よ
う
と
し
て
い
る
、
あ
る
特
定
な
観
点
か
ら
作
品
の
変
遷
を
た
ど
る
と
い
う
方
法
を
用
い
て
は
い
な
い
の
で
、
論
者
は

あ
え
て
と
の
方
法
で
変
遷
を
た
ど
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
以
下
三
つ
の
方
法
に
よ
る
分
析
を
通
じ
て
巧
・
〉
・
冨O自
立
の
交
響
曲
の
時
代
区
分
を
し
て

い
く
の
で
あ
る
が
、
第
一
と
第
二
の
方
法
、
す
な
わ
ち
楽
章
構
成
と
調
構
成
と
い
う
面
か
ら
み
る
と
、
彼
の
交
響
曲
に
は
際
立
っ
た
時
代
区
分
が
な
く
、
時
代



的
な
特
長
を
み
い
だ
せ
な
か
っ
た
。
そ
し
て
第
三
の
方
法
、
す
な
わ
ち
第
一
楽
章
の
構
成
か
ら
み
る
と
は
じ
め
て
こ
こ
に
時
代
区
分
が
可
能
で
あ
り
、
後
に
述

べ
る
よ
う
に
五
つ
の
時
期
に
分
類
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
以
下
順
を
追
っ
て
三
つ
の
観
点
か
ら
の
考
察
を
す
す
め
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

<I
>

楽
章
構
成
か
ら
み
た
時
代
区
分

巧
・
〉
・
冨
O
一N
ω
立
の
交
響
曲
の
楽
章
構
成
は
次
の
四
種
類
の
も
の
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

種
類
で
あ
る
。
回
目
。
。
。
同
島
版
全
集
に
よ
れ
ば
四
六
曲
が
集
め
ら
れ
て
い
る
が
、
楽
章
構
成
別
の
曲
数
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
一
楽
章
構
成
の

一
楽
章
構
成
、
三
楽
章
構
成
、
四
楽
章
構
成
、
五
楽
章
構
成
の
四

も
の
は
〈
同
・5
H
S

同
・
5
ω
・
同
－
H
∞
ゲ
同
・
ω
H∞
〉
の
三
曲
、

一
楽
章
構
成
の
も
の
は

〈
同
－H
P
同
－
H
m
Y同
－
N
N
W同
－
A
H
m
ω・
同
－
J
E
W同
・
∞
了
間
・

∞
品
切
開
－H
N
0・
同
－
H
N∞
・
同
－H
N
P
同
・
5
N
・
同
－
H
∞
N
W
同
－
H
∞
A
F
W同
－
H
g
w
同
－
N
＠
戸
間
・
ω
ω∞
・
同
－g
e

の
一
七
曲
、
四
楽
章
構
成
の
も
の
の
八
戸

A
R
Y同
－
h
H
F同
－
A
H
M
Y
同
・
∞ω
・
同
－
J可h
y
同
－
g
・
同
・
。
リ
コ
同
・
戸
。
・
同
・
］

F
H
N
W同・
巳
h
p
同
－
H
N
A
P
－
同
－
H
ω。
・
同
－
H
ω
ω・

同
－
H
ω
h
p同
－
H∞
ω
・

同
・
民
5
・

一%ー

同
－
N
2
・
同
－
N
。
N
W
同
・
ω
5
・
同
・
8
p

凶
－
b
p

同
・
印8
・
戸
町
8
・
同
・
8
H
〉
二
十
五
曲
、
五
楽
章
構
成
の
も
の
〈
同
・5N
〉
の
一
曲
、
以
上
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
三
楽
章
構
成
の
も
の
と
四
楽
章
構
成
の
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
そ
の
他
の
も
の
は
、
乙
の
二
種
類
の
も
の
の
合
計
の
一

割
弱
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
一
楽
章
構
成
の
も
の
と
、
五
楽
章
構
成
の
も
の
は
乙
の
種
の
時
代
区
分
を
試
み
る
に
あ
た
っ
て
除
外
し
て
考
え
て
よ
い
と
思
う
の
で

以
下
の
論
で
は
除
く
乙
と
に
す
る
。

三
楽
章
構
成
交
響
曲
と
四
楽
章
構
成
交
響
曲
を
作
曲
年
代
的
に
み
る
と
各
種
の
も
の
は
い
づ
れ
の
時
代
に
も
作
曲
さ
れ
て
い
て
、
例
え
ば
三
楽
章
構
成
交
響

曲
が
何
年
か
ら
何
年
ま
で
作
曲
さ
れ
て
い
て
、
四
楽
章
構
成
交
響
曲
が
何
年
か
ら
何
年
ま
で
と
い
う
よ
う
な
特
徴
と
な
る
も
の
は
み
あ
た
ら
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
楽
章
構
成
面
か
ら
当
・
〉
・
冨
自
白
骨
の
交
響
曲
の
時
代
区
分
を
試
み
る
と
い
う
こ
と
は
あ
ま
り
意
味
の
あ
る
こ
と
と
は

思
わ
れ
な
い
の
で
あ
る
。

<E
>

調
構
成
か
ら
み
た
時
代
区
分



(a
) 

一
楽
章
構
成
交
響
曲
の
各
楽
章
聞
に
於
け
る
調
構
成

三
楽
章
構
成
交
響
曲
の
各
楽
章
聞
に
於
け
る
調
構
成
を
み
る
と
次
の
よ
う
な
三
種
類
に
分
類
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
〈
主
調
｜
平
行
短
調

1

主
調
〉
構
成
が
、

〈
同
・5
・
同
－
N
N
W同
－
E

〉
の
三
曲
、
〈
主
調
｜
下
属
調
｜
主
調
〉
構
成
が
〈
同
・
5
・
同
・
8
y

同
・
誌
・
同
・2
・
同
－H
N
F
同
・
5
N
・
同
－
H∞
N
W
同
－
N
S
・

同
・
ω
ω∞
・
同
・8
A
H〉
の
十
一
曲
〈
主
調
l

属
調
l

主
調
〉
構
成
が
〈
同
・
∞P
同
－
H
N∞
・
同
－s
u
〉
の
三
曲
で
あ
る
。

こ
乙
で
明
ら
か
に
な
る
こ
と
は
〈
主
調
l

下
属
調
1

主
調
〉
で
構
成
さ
れ
て
い
る
も
の
が
一
番
数
が
多
く
、
こ
れ
を
年
代
的
に
調
べ
て
み
る
と
、
同
・

5

の

作
品
は
一
七
六
五
年
に
ロ
ン
ド
ン
で
作
曲
さ
れ
、
同
・
8
A
Fの
作
品
は
一
七
八
六
年
に
ウ
ィ
ー
ン
で
作
曲
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
そ
の
作
曲
年
代
は
ほ
ぼ
一
六
年
間

に
わ
た
り
、
乙
れ
は
巧
－
k
r・
冨
0
8
2

が
九
才
か
ら
一
ニO
才
に
わ
た
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
彼
が
三
五
才
で
そ
の
生
涯
を
と
じ
る
ま
で
、
お
よ
そ

全
生
涯
に
わ
た
っ
て
こ
の
種
の
構
成
の
も
の
を
作
曲
し
た
の
で
あ
る
。
乙
の
結
果
か
ら
当
－KF・
富
。
自
立
の
三
楽
章
構
成
交
響
曲
に
関
し
て
は
時
代
区
分
を
す

る
こ
と
は
困
難
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

(b
) 

四
楽
章
構
成
交
響
曲
の
各
楽
章
聞
に
於
け
る
調
構
成

-77-

四
楽
章
構
成
交
響
曲
の
各
楽
章
聞
に
於
け
る
調
構
成
を
み
る
と
次
の
様
な
五
種
類
に
分
類
さ
れ
る
。

す
な
わ
ち
〈
主
調
｜
属
調
l

主
調
｜
主
調
〉
構
成
の
も
の
は
、
〈
同
・
む
旬
開
・
5
ω
・
同
・
8
N
〉
の
三
曲
、
〈
主
調
l

下
属
調
｜
主
調
｜
主
調
〉
構
成
の
も
の

は
、
〈
同
－A
F
F同
－
A
p
h
y
同
・
J
1
N
Y
同
・
J
3・
同
－
c
戸
同
－
H
H。
・
同
・
ロN
W
同
・
］F
H
h
H
・
同
－
H
N
A
P
－
同
・
］
戸
ω
0・
同
－
N
。
。
・
同
－N
O
Y
同
・
ω
H
P
同
・
ω
∞
♂
同
－h肝N
F

同
－
E
ω
・
同
・
8
H
〉
の
十
七
曲
、
〈
主
調1
主
調
｜
下
属
調
i

主
調
〉
構
成
の
も
の
は
、
〈
同
－a
〉
一
曲
、
〈
主
調1
主
調
｜
主
調
l

主
調
〉
構
成
の
も
の
は
、

〈
同
・8
〉
の
一
曲
、
〈
主
調1
平
行
調
｜
主
調
l

主
調
〉
構
成
の
も
の
は
・
〈
同
－H8
・
同
・
印g
〉
の
二
曲
と
な
っ
て
い
る
。
乙
乙
で
あ
き
ら
か
な
乙
と
は
〈
主

調
i

下
属
調
l

主
調
1

主
調
〉
と
い
う
構
成
を
と
る
も
の
が
数
量
的
に
い
っ
て
も
一
番
数
が
多
く
、
又
時
代
的
に
み
て
も
一
七
六
八
年
〈
同
・

8

〉
か
ら
一
七

八
八
年
〈
同
・8
H
〉
ま
で
の
二
一
年
間
に
及
び
、
い
づ
れ
の
時
代
に
か
け
て
も
作
曲
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
乙
の
四
楽
章
構
成
の
交
響

曲
に
於
て
も
、
又
時
代
的
な
区
分
は
は
っ
き
り
と
決
定
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

（a
〉
（b
）
の
結
果
か
ら
に
〈
工
〉
於
け
る
結
論
と
同
じ
く
、
こ
の
〈E
〉
の
方
法
に
よ
っ
て
も
時
代
区
分
は
は
っ
き
り
と
表
わ
れ
て
は
乙
な
い
。



<E
>

第
一
楽
章
の
形
式
か
ら
み
た
時
代
区
分

第
一
楽
章
の
形
式
分
析
を
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

①
は
第
一
主
題
、
②
は
第
二
主
題
、
展
は
展
開
部
を
示
す
。

同
－
H。

各
主
題
の
調
性
を
示
す
の
に
は
ド
イ
ツ
音
名
を
使
用
、
大
文
字
は
長
調
、
小
文
字
は
短
調
を
あ
ら
わ
す
。

の

同
・
］
｛
也

同
－
N
N

同
－
Aお

同
－
A
F印

同
－
A
H印
凶

同
－
A
F∞

同
・
叶ω

＠
ー
＠
l
e
l
e

＠

~ 

ぞ3

国

国

思

同
－
J
R

＠
ー
＠
｜
＠

ロ

>

同
－
J
2凶

巴

el
@|@

lel

@ 

国

吋

司

。

..... 

同
－
J可
。

＠
ー
＠
l

潮
｜
＠

司

(') 

司

同
・
∞H

＠
ー
＠
｜
＠

ロ

>

ロ

同
・
∞h
p

G
I
e
－
期
l
e

の

。

。

同
・
。
印

＠
ー
e
i
e

ロ

>

ロ

同
・
8

@ 

@ 

ぞ3＠
ー
＠
｜
＠
1

＠

。

>

の

。

e
l
＠
｜
θ
 

’司

司

- 78 -

司

8 

8 

司

rコ

@
1
@|@ 

ロ

ロ

ロ

＠
ー
＠
l
e
ー
＠

ロ
l
k
F
l
u
－
ロ

8 

8 

ロ

ロ

8 

8 

(') 

(') 



K
.
9
7
 

①
－
②
 

E
s
 
B

 
E
s
 
A
s
 

D
 

h
 

K
.
1
3
3
 
①
一
②
一
展
一
①

K
.
1
1
0
 
①
ー
②
一
①
一
展
ー
①
一
②

D
 
A

 
D

 

G
 
D
 
D
 

G
 
G
 

K
.
1
3
4
 
①
一
②
一
展
一
①

K
.
1
1
2
 
①
ー
②
一
展
ー
①
一
②

A
 
A

 
E

 

F
 
G
 

F
 
C
 

K
.
1
6
1
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一
②
一
展
一
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K
.
1
1
4
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－
②
展
一
①
一
②

e
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D
 
A

 
D

 

A
 

E
 

A
 
A
 

K
.
1
6
2
 
①
一
②
一
展
ー
②

K
.
1
2
0
 
①
一
②
一
展
一
①
ー
②

c
 G

 
c
 

D
 
A
 

G
 
D
 

K
.
1
8
1
 
①
一
②

。t、~ 

K
.
1
2
4
 
①
ー
②
一
展
一
①

D
 
A

 

G
 
C
 

G
 

K
.
1
8
2
 
①
一
②
一
①
ー
②

K
.
1
2
8
 
①
ー
②
一
展
ー
①
一
②

B
 
c
 B

 
B

 

c
 G

 
c
 c

 
K
.
1
8
3
 
①
一
②
一
①
ー
②

K
.
1
2
9
 
①
一
②
一
展
一
①
ー
②

g
 
B

 
g

 
g

 

G
 
D
 

G
 
G
 

K
.
1
8
4
 
①
一
②
ー
①
ー
②
一
①

K
.
1
3
0
 
①
一
②
ー
展
一
①
ー
②

E
s
 
B

 
E
s
 
E
s
 
E
s
 

F
 
C
 

F
 

F
 

K
.
1
9
9
 
①
ー
展
一
①

K
.
1
3
2
 
①
一
②
一
①
一
②

G
 

G
 



同
－N
g

同
－
M
O一
戸

同
－
N
。
N

同
－
N
也
、
吋

同
・
ω
］
戸
∞

同
・
ω
）
戸
。

同
・
ω
ω。

＠
ー
＠
l

潮
l
e
ー
＠

ぞ3

n 

ぜ3

。

rコ

。

n 

ぞコ

同
・
ω
∞
印

e
l
潮
｜
＠

＠
ー
＠
｜
淘
l
e
l
＠

ロ

ロ

>

明
l
e
1
＠
｜
淘
l
e
ー
＠

>

>

同
－
h
H
N
印

開

＠
ー
＠
｜
潮
l
e

@ 

rコ

() 

て1

ロ

ロ

>

明
l
e
ー
＠
l

潮
1
e
l
＠

ロ

ロ

同
－
m
O
A
H

＠
ー
＠
l
e
l
＠

ロ

>

ロ

ロ

ロ

>

明
ー
e
ー
＠
l

潮
l
e
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＠
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同
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伊
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。

同
・
見
出

＠
ー
＠
l

洞
1
e
ー
＠

ロ

＠
ー
＠
1
e
ー
＠

aq 

の

国

関

国

＠
1

＠
1

嗣
｜
＠
l
e

司

国

司

同
・
印
印
］
e

@
l
@|@

l
@ 

() 

ぐ3

ぞ3

。

乙
の
第
E
番
目
の
分
析
方
法
を
採
用
す
る
こ
と
に
よ
り
か
な
り
明
確
に
巧
・
〉
・
冨
O
N
ω立
の
交
響
曲
の
変
遷
を
た
ど
る
乙
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
こ
の
分

終
止
の
有
無
を
抽
出
し
て
図
示
し
、
〈
終
止
に
関
し
て
は
す
べ
て
の
作
品
が
そ
の
大
小
は
あ
っ
て
も

析
で
は
第
一
主
題
と
第
二
主
題
の
あ
り
方
、
又
展
開
部
、

持
っ
て
い
る
の
で
省
略
し
た
〉
主
題
に
関
し
て
は
そ
の
調
性
を
示
し
た
。
先
ず
主
題
構
成
か
ら
み
て
い
く
と
〈
呈
示
部
l

展
開
部
l

再
現
部
1

結
尾
部
〉
と
い

う
い
わ
ゆ
る
〈
ソ
ナ
タ
形
式
〉
の
確
立
と
い
う
乙
と
を
一
応
の
基
準
と
し
て
時
代
区
分
を
し
て
み
る
と
お
よ
そ
次
の
よ
う
に
な
る
。
す
な
わ
ち
第
一
期
は
一
般

に
完
成
さ
れ
た
ソ
ナ
タ
形
式
の
図
式
を
持
た
な
い
時
期
で
あ
る
。
〈
同
・
5
1

戸

u
d
乙
の
時
代
の
作
品
は
二
曲
の
例
外
を
の
ぞ
い
て
〈
同
・ωP
同
・
色
ω

〉
展

開
部
を
持
っ
て
い
な
い
の
が
そ
の
特
徴
で
あ
る
。
又
展
開
部
を
も
っ
乙
の
二
曲
も
再
現
部
に
於
て
呈
示
部
に
於
て
示
さ
れ
た
第
一
、
第
二
の
二
つ
の
主
題
が
両



方
と
も
再
現
さ
れ
て
は
い
な
い
で
、ど
ち
ら
か
一
方
八
開
・8

で
は
第
二
主
題
、
同
・
色
”
で
は
第
一
主
題
の
み
〉
が
再
現
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
第
二

期
〈
同
・
口
。
l
開
・5
N
〉
は
〈
呈
示
部
｜
展
開
部
l

再
現
部
l

結
尾
部
〉
と
い
う
図
式
の
ソ
ナ
タ
形
式
が
確
立
さ
れ
た
時
代
で
あ
る
。

同
・
5
N
〉
は
例
外
で
あ
る
。
同
－HN品
は
再
現
部
に
於
て
第
一
主
題
の
み
し
か
再
現
し
て
い
な
い
し
、
同
－
H
ω
Nは
展
開
部
を
も
っ
て
い
な
い
。
第
三
期
〈
同
・5ω

乙
の
中
で
〈
同
・
ロ
h
F

ー
同
・
5
H
〉
は
再
現
部
で
第
一
主
題
あ
る
い
は
第
二
主
題
が
あ
ら
わ
れ
ず
、ど
ち
ら
か
一
方
の
主
題
し
か
再
現
さ
れ
な
い
の
を
特
徴
と
す
る
。
乙
乙
で
は
同

同
∞H
が
例
外
で
、
乙
の
作
品
は
第
一
主
題
と
第
二
主
題
の
み
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
第
四
期
〈
同
・
昆
N
I
同
・
ω
∞
印
〉
は
再
び
ソ
ナ
タ
形
式
を
と
る
時
代
で
あ

る
。
し
か
し
こ
の
時
期
は
五
期
に
わ
け
た
時
期
の
中
で
は
一
番
構
成
と
し
て
も
不
安
定
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
展
開
部
を
も
た
な
い
作
品
が
〈
同
－
H∞
N
・
一RH
g

同
・
5
h
p
同
－
N
＠
戸
間
・
臼
∞
．
同
・ω
H
F
同
・
ω
ω∞
．
同
・8
む
〉
の
八
曲
も
あ
り
、
同
－H
S
と
同
・
ω
∞
印
は
呈
示
部
と
再
現
部
に
於
て
第
一
主
題
の
み
を
も
ち
い
て

い
る
に
す
ぎ
ず
、
又
同
・
ω
屈
は
第
一
主
題
、
第
二
主
題
の
み
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

第
五
期
は
最
後
の
五
曲
の
作
品
の
時
代
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
乙
の
中
に
は
〈
同
－b
p

同
・
8
P
F

日
8
・
同
－
U
8
・
同
・
8
H
〉
の
五
曲
が
含
ま
れ
る
。
乙
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こ
で
の
特
徴
は
同
・
烏
♂
同
－
g
h
p
同
－
E
ω

は
序
奏
を
も
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
の
作
品
で
も
数
小
節
の
序
奏
を
も
っ
作
品
は
あ
る
の

だ
が
、
乙
の
三
曲
の
よ
う
に
大
き
な
序
奏
を
も
っ
作
品
は
こ
れ
が
は
じ
め
て
で
あ
る
。
以
上
五
期
に
わ
た
る
巧
・
〉
・
冨
。
自
立
の
交
響
曲
の
創
作
時
期
を
時
代

区
分
し
て
み
る
と
、

第
一
期

〈
同
・
］51
同
・
。
吋
〉

一
七
六
四
年I

一
七
七O
年

第
二
期

〈
同
・
口
。t
同
－
H
ω
N〉

一
七
七
一
年
t

一
七
七
二
年

第
三
期

〈
同
・
］
戸

ω
ω
t
同
・
H
∞
H
〉

一
七
七
二
年t

一
七
七
三
年

第
四
期

〈
同
－H
∞N
I
同
・
ω
∞
印
〉

一
七
七
三
年
l

一
七
八
二
年

第
五
期

〈
同
・
ふN旬
、t

同
・
印
印
】
’
〉

一
七
八
三
年
l
一
七
八
八
年

の
五
つ
の
時
期
に
わ
け
で
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
乙
れ
を
巧
－K
F・
冨
0
8
2

の
生
涯
か
ら
み
る
と
、
第
一
期
は
ロ
ン
ド
ン
で
初
め
て
交
響
曲
を
作
曲
し
て
か

ら
第
一
回
イ
タ
リ
ア
旅
行
の
途
中
の
ロ
l

マ
滞
在
中
ま
で
、
第
二
期
は
第
三
回
イ
タ
リ
ア
旅
行
の
終
り
ま
で
、
第
三
期
は
二
回
の
ウ
ィ
ー
ン
旅
行
と
ザ
ル
ツ
プ



ル
ク
で
の
仕
事
を
し
て
い
た
時
代
、
第
四
期
は
ザ
ル
ツ
プ
ル
ク
の
大
司
教
と
決
裂
し
て
故
郷
を
は
な
れ
、
ウ
ィ
ー
ン
に
本
居
を
移
し
活
動
を
し
は
じ
め
た
時

代
、
そ
し
て
第
五
期
は
K
－b
u
の
リ
ン
ツ
を
除
い
て
、
す
べ
て
ウ
ィ
ー
ン
で
の
晩
年
の
作
品
で
あ
る
。

次
に
第
一
主
題
と
第
二
主
題
間
の
調
性
の
関
係
を
調
べ
て
み
る
と
ほ
と
ん
ど
全
作
品
が
〈
主
調

l

属
調
〉
の
関
係
を
示
し
て
い
る
。
故
に
こ
の
こ
と
か
ら
は

時
代
的
な
区
分
を
試
み
る
こ
と
は
あ
ま
り
意
味
の
な
い
こ
と
で
あ
る
。

以
上
〈
I

〉
〈E
〉
〈E
〉
の
分
析
方
法
を
も
っ
て
巧
－
k
r・
冨
自
民
仲
の
交
響
曲
の
時
代
区
分
を
試
み
た
の
で
あ
る
が
、
最
後
に
乙
の
方
法
論
で
い
く
と
ど
う

し
て
も
図
式
的
な
こ
と
か
ら
の
み
に
な
っ
て
し
ま
い
、
内
容
的
時
代
区
分
が
把
握
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
を
反
省
し
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
作
品
の
外
形

に
よ
っ
て
そ
の
時
代
区
分
を
し
た
の
で
あ
る
が
次
の
段
階
の
研
究
と
し
て
例
え
ば
、
展
開
部
を
た
だ
そ
の
作
品
に
展
開
部
が
あ
る
と
い
う
工
合
に
と
ら
え
る
の

Q
U
 

に
ば
か
り
と
ら
わ
れ
て
し
ま
い
、
そ
の
技
術
面
が
ど
う
し
て
も
お
ろ
そ
か
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
本
論
に
於
て
は
、
試
み
と
し
て
上
記
三
種
類
の
分
析

で
は
な
く
、
第
一
主
題
、
第
二
主
題
が
ど
の
よ
う
に
展
開
さ
れ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
を
み
る
乙
と
に
よ
り
、
そ
の
側
面
か
ら
作
品
を
み
て
い
き
た
い
と
思

う
。
内
容
的
な
こ
と
か
ら
逆
に
本
論
の
〈
E
〉
で
試
み
た
試
論
が
証
明
さ
れ
れ
ば
よ
い
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
他
日
の
研
究
に
ゆ
ず
る
乙
と
に
し
た
い
。

註
－

同
r
Z
H
第
七
版
の
作
品
目
録
八
m
p
r
o
－
〈
2
8
w
宮
町
ロ
司
君

R
g
d

〈
・
〉
・
宮
O
N
m
昆
〉
の
交
響
曲
の
項
に
よ
れ
ば
断
片
を
含
め
て
八
明
日
m
s
o
a
v六
一
曲
が
の
せ

ら
れ
て
い
る
。

2

と
の
著
作
に
つ
い
て
は
芸
文
研
究
第
二
十
三
号
に
筆
者
の
書
評
が
あ
る
。
国
・
の
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F
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宮
田
F
S
含
ロ
除
ロ

g

白
E
Z
5
r
o
p

叶
Z
Z
O
N
R
件
。
。
目
官
民8

日
間
〉
切
何
回
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0

・
口
開
・
ω
色
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・
司
O
W
H
叶
Z
ω
ヨ
ロ
u
r
oロ吋
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同
宮
0
8

ユ
日
一
口O
回
ω
o
z

4

〉
・
回
5
8
Z
H
一
宮O
N
m
H
H回
目
白
n
E
g
o
g
p国
広
場
。
持
浅
井
真
男
訳
白
水
社

新
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
全
集
刊
行
中
の
為
本
論
で
は
リ
コ
ル
デ
ィ
版
交
響
曲
全
集
を
使
用
し
た
。
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